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令和３年度 

松江西高等学校 

  

 

自己点検・自己評価（ＰＤＣＡ） 

 

 

＜目標・計画＞ 

・学校評価（重点課題・主眼を置いた取り組み等） 

・分掌部評価（分掌部評価表） 

・学級評価（担任振返シート） 

・生徒自己評価（生徒指導部） 
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松江西高等学校 重点目標 

徹底したい取り組み 
 

①育てたい生徒像／基礎・基本を身につけ、将来像を

もった明るく活力ある生徒 

■学習面（私は分かる） 

・高校生のための学びの基礎診断 

・基礎力養成、学び直し、語彙力養成（Literas 論理言語力検定） 

・新しい授業のカタチ（2022 新指導要領実施準備） 

アクティブラーニング、反転授業等の実践とその評価 

ネット学習動画（スタディーサプリ等の活用） 

■生活面（私は守る） 

・慈にして厳なる指導 

・いじめ防止対策（未然防止・早期発見とその対応） 

・基本的生活習慣（時間・挨拶・マナー・規則順守） 

■ＣＣＰ教育（私は決める） 

・総合探求学習・ＬＨＲを活用して２年までに進路の方向性

を 

決定する 

・将来像を持たせることで、日々の学習のモチベーション向

上につなげる 

■部活動、行事の重要性（私は参加する） 

・部活動、行事を通して明るさと活力を身につける 

②その他 

・地方創生への取り組み／外部（行政・企業・大学・専門学

校など）との連携強化 

・支援生徒への取り組み／特別支援、不登校支援・外国籍生

徒支援 

・学校評価を通して学校運営の改善に努める 

①経営基盤（生徒数の確保

と維持）の確立の上に 

理想があり、教育がある！ 

重点課題 
 

（令和４年度実施に向けて） 

目の前にいる生徒に即

した魅力あるカリキュ

ラム・学科・コースの 

見直し 

②生徒を大切にし、面倒見のいい

私学は生き残る！ 

③魅力、特色が形骸化し、工夫

のない私学は生き残れない！ 
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令和３年度 松江西高等学校 学校評価 

＜重要課題＞ 
ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

３
つ
の
生
徒
像 

～どんな生徒を求めているか？～ 

①これまでの義務教育を振り返り、これから

の高校生活を充実させるための目標を持っ

ている生徒 

②本校の教育テーマである「未見の我の 

発見」に向けて努力する生徒 

①、②については入試

説明会、中学校訪問等

で伝える。特に①につ

いては専願生の面接

項目に入れる。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

本校の生徒への関り方を各説明会で伝

えることができた。学び直しと部活動

の取組みへのイメージも強いので、今

後はグランドデザインに関連付け、プ

ログラムの強化を図りたい。（校長） 

～どんな生徒を育てたいか？～ 

・育てたい生徒像である「基礎・基本を見に

つけ、将来像を持った明るく活力ある生徒」

を育てる 

基礎学力、基本的生活

習慣、キャリア教育、

部活動・学校行事を通

して、社会人としての

基盤をつくる。また学

期ごとにアンケート

を実施し、定着度を確

認する。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

各学年の基礎力養成の取り組みが、学

校として定着している。しかし、各個人

レベルでの定着と、次年度に繋げるこ

とを考え、１年時からの学び直しの強

化や、工夫が必要である。民法改正を一

つの転機として、将来像の実現に向け

た主体的取り組みをさせたい。（校長） 

～どんな社会人になってほしいか？～ 

・ローカルマインドを持った地域社会に貢

献できる生徒 

（ローカルマインドとは、地域を知り、地域

を愛する心のこと） 

約七割の生徒が地元

に残る現状を踏まえ、

地域と連携、協力して

地方創生に協働する

人材を育てる。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

コロナ禍の中で、地域との連携は図れ

ていない状況。出口を決めることも大

切だが、そこに向けて、具体的な関わり

を持たせたい。（校長） 

課
題 

魅力あるカリキュラム・学科・コースの見直

し 

目の前にいる生徒に

即した魅力あるカリ

キュラム・学科・コー

スを構築する。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 
カリキュラムの見直しは進んでいるが

学科・コースの見直しと進度の違いが

ある。（校長） 

 

＜徹底したい取り組み＞ 
ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

育
て
た
い
生
徒
像
／
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、
将
来
像
を
も
っ
た
明
る
く
活
力
あ
る
生
徒 

基
礎
学
力
養
成 

高校生のための 

「学びの基礎診断」 

年間１回（９月）実施する

ことになった。本校にとっ

て大きな指標にしたい。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

全生徒に年 1回の「学びの基礎診断」が

実施できた。しかし、実施のみとなり、

分析や指導改善できなかったことは課

題である。（和田） 

基礎力養成対策 
Ａ～Ｄ層のうちＤ層の減少

を目標とする 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

事前課題へ取り組ませることや D3-層へ

の補習は計画通り実施できたが、D 層が

減少した実感はなく、まだまだ改善は必

要であると感じた。（和田） 

学び直し 

ベネッセ教材を活用し中学

校時の積み残しを学び直

し、高校教育課程へつなげ

る。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

高 1の 1学期間の総合学習の時間でマナ

トレに取り組む時間を設定した。家庭学

習だけでなく、授業の時間で確実に取り

組ませていきたい。（和田） 

語彙力養成 

本校の生徒に合った題材を

準備し、楽しく語彙力が身

に付く ように工夫し 、

Literas 論理言語力検定の

合格者を増やす。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

昨年度よりも 2 級・3 級ともに合格者が

増えた。校内 11 月の検定前の 1 カ月を

集中トレーニング期間として捉え、過去

問題やベネッセの教材に取り組んだ。来

年度はリスニングの時間も確保してい

きたい。（広瀬） 

新
し
い
授
業
の
か
た
ち 

 

 

 

アクティブラーニング等による

「生徒参加型授業」の取り組み 

 

 

 

 

「知識・技能」の習得から

その活用へ重点をシフト

し、生徒を主体とする授業

の形成に努める。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

コロナ禍が続いており、積極的な参加型

授業は展開できなかった。しかし、生徒

の学ぶ姿勢を向上させるためのアイデ

ィアや声の掛け方を工夫しようとして

いる先生方は確実に増えていると感じ

た。（和田） 
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用 

基礎学力基盤養成 

ベネッセのクラッシー学習

サポート（動画学習） 

の活用による基礎学力の定

着に努める。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 
Classi の学習動画を活用することはで

きなかったが、Googleも含めて活用でき

る要素は増えたと感じる。（和田） 

進学するための学力養成 

リクルートのスタディーサ

プリの活用による実力養成

に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 
昨年度と同様に、週末課題を習慣化して

学習に取り組ませることができたので

継続していきたい。（和田） 

就職するための学力養成 

ＳＰＩの活用による就職試

験に合格できる学力の養成

に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

2･3 年生を対象に定期的な校内試験を計

画・実施した。その結果をもとにして、

3 年次の校内選考等の資料にすることで

モチベーションをアップさせている。

（加藤） 

検

定

そ

の

他 

朝読書の推進 
8:30～8:40 朝読書（月、金）

を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 時間の確保が難しかった。（柏尾） 

校内漢字テスト 
年６回の漢字テスト、３回

の漢字検定を実施する。 
Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

クラスによって取り組みに差があり、担

任との連携を密にして漢字への意識を

来年度は少しでも向上させたい。（小澤） 

各種検定資格取得 

＜総合ビジネス科＞ 

簿記、情報、ワープロ、電

卓、介護職員初任者研修（旧

ホームヘルパー２級）等の

資格取得に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

全商簿記 3級 15 名 2級 5 名準 1 級 4名 

全商電卓 3級 71 名 2級 62 名 1級 35名 

全商ビジネス文書 3 級 41名 2 級 21名 

1 級 1 名 

全商情報処 3 級 40 名 2 級 4名 1 級 1名 

商業経済 3級 6 名 2 級 2名 1 級 4名 

介護職員初任者研修 10名 （加納） 

＜普通科＞ 

漢検・英検・日本語検定・語

彙力検定等の資格取得に努

める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

全商ビジネス文書検定 3級 30名(加納) 

全商英検 ３級１２名 

実用英検 ３級１５名 準２級３名 

２級１名 １級１名 

GTEC １～３年特進受験 

実用英検は例年に比べ健闘した。 

（須谷）  

漢字検定 ３級６名 準２級５名 

昨年度よりも合格者が増加した。 

（田中敏） 

Literas論理言語力検定 

2 級合格者は 18 名、3 級合格者が 59

名と昨年度よりも微増であった。試験前

１カ月に集中して取り組む形を定着し

ていきたい。1 級試験も新たに導入され

るので、3 年生の小論文や志望理由書に

活かせないか検討したい。（広瀬） 

日本語検定  

本年度実施出来ず。（日野） 

基
本
的
生
活
習
慣
と
生
徒
指
導 

社会性の育成 

社会規範を示し、将来社会

人として自立するための基

本を身につけさせる。校内

外パトロールを通して本校

生徒の実態を把握し、正し

い方向に導く。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

「社会にでたら…」というが、学校は模

擬社会でなければいけないのと同時に 1

つの社会と言える。その意味では本校生

徒の規範意識の低さは教員の規範意識

の低さでもあると感じた。（杉田） 

服装・頭髪 
月１回全校一斉検査を実施

し、改善まで徹底指導する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 

生徒指導部が中心となって実施すべき

であったが、できなかった。（杉田） 

挨拶 
全職員による日頃の地道な

指導が大切。 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

私も含めて自分から挨拶を交わすこと

ができていなかった。（杉田） 

マナー 
根負けしない教職員の指導

が大切。 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

マナーの基本は相手を中心に考えるこ

とであるが、自己中心的な生徒が多く、

指導が入りづらかった。（杉田） 

いじめ問題 

いじめは未然防止に尽き

る。日頃からの全職員によ

る観察が肝要である。いじ

めは絶対許さない姿勢を

日々示す。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

学期末に調査を行ったが、学年に 1名～

2 名申告する生徒がいた。しかしいじめ

被害を具体的に教員に申告する生徒は

少ないのが反省材料である。（杉田） 

将
来
像 

ＣＣＰ教育（キャリア教育） 

ＣＣＰ教育を基盤とし、将

来像を描ける生徒になるよ

う、キャリア教育に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 
<１年＞探求学習の指導以外は実施でき

ず。（田中幹） 

Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 
<２年＞ 5 月より「探求」学習導入の    

為本年度は実施出来ず。（日野） 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 
<３年＞職場見学はできてもインターン

シップはできなかった。（柏尾） 
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進路ガイダンス 

進学に関するガイダンス Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

4 月／進路ガイダンス(3年) 

9 月／進学ガイダンス(1･3年) 

12 月／進学ガイダンス(1･2年) 

1 月／進学ガイダンス(2年) 

3 月／進学ガイダンス(1･2年) 

3 年次の 4 月に三者面談を実施すること

にあたり、2 年次からガイダンスを多く

計画した。コロナ禍により、休校等があ

ったが、時期をずらして対応した。 

（加藤） 

就職に関するガイダンス Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

4 月／進路ガイダンス(3年) 

9 月／就職受験出発式(3年) 

2 月／就職内定者研修(3年) 

3 月／就職内定者研修(2年) 

進学と同様に 1学期後半のガイダンスが

コロナ禍により延期や中止となった。就

職を考える生徒が仕事(企業)を知る機

会をより多くしたいと考える。（加藤） 

職場見学、職場体験等の活用 

による離職対策 

安易な職業選択による離職

率は増加の傾向にある。職

場見学、職場実習の機会を

増やすなど、離職率減少対

策に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

2 年生 3 月のガイダンスでは地元企業を

知る機会を設けており、最終学年を迎え

る前から卒業後の進路に向けた取り組

みをしている。（加藤） 

明
る
く
活
力 

行事を大切にする 

師弟が結束して行事に取り

組み、行事を通してクラス、

学年の帰属意識を高める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 
何回も行事を重ねることで、人間関係が

濃くなっている。(坂田教頭) 

部活動に入る／入部率向上 入部率７０％をめざす。 Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

約５０％と目標値７０％には届かない。

しかし、高校で初めて挑戦する競技で活

躍している生徒も存在している。 

(坂田教頭) 

特待生の積極的な勧誘で学校活

性化に努める。 

部活動をけん引する特待生

の確保に専念する。 

（目標３０名） 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

２１名の特待生が入学してくるので、顧

問が部活指導にパワーをもってあたれ

るような環境が必要になってくる。 

(坂田教頭) 

 

＜継続して取り組む課題＞ 
ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

①
生
徒
数
の
確
保 

入学生定員１７６名確保 

本校の取り組み・魅力を積

極的にＰＲ。中学校訪問回

数を増やす。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

入学生 149 名。体験入学や１１月の入

試説明会の参加人数は大幅に減った

が、学校紹介 PVの宣伝効果や部活動体

験の実施など、ニーズに合った生徒募

集には努めた。(松浦) 

志願者数７００名 

多様化する生徒に対応し

た本校の受験型と特待制

度の浸透に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

志願者総数 659 名。ここ最近は、雲南

地区、安来地区の受験希望が変わらず

多い。コロナ対策もあり、雲南地区は 2

会場で入試を行った。(松浦) 

マスコミ・メディアの活用 
本校の行事等をマスコミ

に積極的に報道依頼する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 

体験入学等でのマスコミへの依頼がで

きなかった。(松浦) 

効果的なイベント 
本校に興味・関心が向くよ

うなイベントを工夫する。 
Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

8 月に授業体験、9 月に部活動体験と分

けて実施した。部活動目当てで参加す

る中学生も多く、良いものとなった。 

学校紹介 PVも内容を増やすことができ

た。(松浦) 

入試の改善 
改善すべき点、新しく導入

すべき点等を検討する。 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

推薦入試・一般入試共に昨年度と大き

く変わっていない。(松浦) 

塾対応 
塾への訪問回数を増やし、

本校の PRに努める。 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

依頼のあった塾に対しては、過去問題

とポスターを配布している。今後必要

に応じて訪問する機会を増やしていき

たい。(松浦) 
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②
生
徒
数
の
維

持 

退学１０名、転出１０名、計２０名まで

に留める 

日頃の出欠状況に注視し、

安易な退学、転出の予防に

努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 

退学者１７名、転出者１９名と目標か

らは大きく増加した。校長として責任

を感じている。コロナ禍で年度末の進

級に係る生徒の減少はあるものの、今

年度は少しでも減少するように努めて

いきたい。（校長） 

③
そ
の
他 

支
援
生
徒
へ
の
対
応 

不登校の問題 

中学校、支援組織等からの

情報を収集し、保護者との

協力のもと不登校の改善

に努める。 

Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

昨年度は非常勤講師の個別授業が実施

できたが、今年度は人員減のため実施

ができなかった。１１名の学習室利用

者があり、その内４名は教室復帰がで

きた。不登校の背景として、本人が抱え

ている精神的疾患や発達障がいなどの

要因が大きくなかなか教室復帰が難し

い。(坂田教頭) 

特別支援生徒 

実態をまず把握し、中学

校、支援団体等からの助言

を得ながら、連携して合理

的配慮に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

中学校・保護者・生徒を交えて移行支援

会議を実施した。特別支援学校の先生

方やスクールカウンセラー、連携し、本

校で実施できる配慮ができた。 

(坂田教頭) 

外国籍生徒学習支援 

同時通訳機や日本語指導

員等を活用し、言葉の壁を

軽減したい。学習評価も合

理的配慮が必要な場合は

その都度検討する。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

例年と同じく、三者面談、入試説明会、

1 日入学（3 月）の際には通訳の依頼を

行った。生徒よりも保護者の方が日本

語に不慣れであるため、今後の課題と

しては保護者宛文書の翻訳が必要。 

（広瀬） 

合理的配慮 

保護者、担任等からの申し

出を受け、その都度、検討

し、生徒の困り感を軽減す

る。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

入試段階から卒業に至るまで、配慮の

必要な生徒について、学年部長・担任を

中心にできる限りの配慮はできた。 

(坂田教頭) 

地
方
創
生 

ふるさと教育の実践 

ふるさとを知り、ふるさと

を愛する人材の育成に努

める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 
地元企業との繋ぎを企画し、コロナ禍

でも何とかガイダンスを実施できたこ

とは故郷を知る上で良かった。（校長） 

地域に貢献する人材の育成 
地域に根差し、地域を支え

る人材の育成に努める。 
Ⓐ Ｂ Ｃ Ｄ 

自衛隊を除き県内就職率は 100％とな

り、進学者を入れても、県内に残る生徒

は 75％で地域貢献に寄与した。（校長） 

自治会等の連携活動 

自治会との連携を密にし、

お互いに助け合う関係を

築きたい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 

コロナ禍により、地域の行事やレクリ

エーション活動への開放も出来ず、関

わりを持てなかった。今年度は機会を

作れるようにしていきたい。（校長） 

学
校
評
価
の
推
進
と
学
校
運
営
の
改
善 

学校評価 

学校の年間重点目標と戦

略をＰＤＣＡを通して、全

体評価する。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

生徒がより良い教育を享受できるよ

う、その教育活動等の成果を検証し、学

校運営の改善、発展を目指したい。 

（客野教頭） 

分掌部評価表 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

より効率的な学校運営と確実な業務遂

行につなげたい。（客野教頭） 

担任振返りシート 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

1 年間のクラスの生徒との関わりで、今

後も指導を継続させたい内容などを明

らかにし、次の学年につなげたい。 

（客野教頭） 

クラス努力目標 

努力目標をクラスに掲示

し、振返りシートで反省、

改善に努める。 

Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 
折に触れ、自分たちの言動について、振

り返るものとしていきたい。 

（客野教頭） 

生徒自己点検 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ⓓ 

生徒指導の計画により、今年度は実施

せず。（客野教頭） 

学習指導報告書 
年度末に自己点検・自己評

価を実施する。 
Ａ Ⓑ Ｃ Ｄ 

45 分授業に伴い授業進度が十分でなか

った。（原田） 

授業評価 
Classi によるアンケート

調査を実施する。 
Ａ Ｂ Ⓒ Ｄ 

3 学期の授業評価が実施できなかった。 

（原田） 

 

＜集計＞ 

評価項目 

（５１） 
Ａ／１ Ｂ／２６ Ｃ／１６ Ｄ／８ 
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令和３年度 松江西高等学校分掌部年間目標と計画 
１．教育理念 

（１）本校の使命（ミッション）  

建学の精神である「真に社会に役立つ実践的人材の育成」を使命とする。基礎・基本を身につけ、人格の形成に主眼を置いた教育実践を通

して、地域に根差し、地域の期待に応える学校づくりを推進する。 

（２）使命の追求を通して実現しようとする本校の生徒像（ビジョン） 

本校の育てたい生徒像である「基礎・基本を身につけ、将来像を持った明るく活力ある生徒」具現化のための重要ポイント 

１．基礎力養成補習、学び直し、語彙力養成を通して基礎学力を養成させる  

２．平素の学校生活を通して正しい服装と礼儀・挨拶を習得させる 

３．ＣＣＰ教育、インターンシップを通して将来像を持たせる          

４．部活動、学校行事を通して明るさと活力を身につけさせる           

２．分掌部年間目標・計画・評価        評価 １ よくできなかった／ ２ まずまずだった／ ３ 大変よくできた 

分 

掌 
年間重点目標 担当 目標達成のための計画 

評価 

（１学期） 

評価 

（２学期） 

評価 

（３学期） 

評価 

（学年） 

総
務
部 

①
受
験
者
数
・
入
学
者
数
の
確
保 

①体験入学参加者 250 名

の確保（昨年 203名） 

入
試
課 

・松江西高タイムス・学校案内発行 

・学校紹介ビデオ・パワーポイント作成 

・中学校における進路説明会実施 

・中学校教員対象入試説明会実施 

・中学生・保護者対象入試説明会の実施 

 １  １ 
②中学生・保護者対象入

試説明会参加者 500名の

確保(昨年 464名) 
 １  １ 

③受験者数 800 名の確保

(昨年 746名)   １ １ 
④入学者 173名の確保 

(昨年 159名)   １ １ 

②円滑な学校運営 

総
務
課 

・年間行事計画作成・調整 

・職員会議企画・運営、会議録の作成・資

料保管 

・学校要覧、職員名簿・緊急連絡網・身分

証明書等の作成 

・100周年資料の収集・整理・保管 

２ ２ ２ ２ 

式
典
課 

総
務
課 

入
試
課 

入学式、卒業式、始・終業式等の企画実施 ３ ３ ３ ３ 

入学試験の企画・実施、入試関係事務処理 ２ ２ ２ ２ 

専願合格者入学前指導、新入生一日入学 

企画・実施   ２ ２ 

厚
生
課 

・各種育英資金募集についての連絡・相談 

・学校生協関係の連絡・事務 

・慶弔に関する庶務 
２ ２ ２ ２ 

③施設設備の管理・保全 
施
設
課 

・校舎・施設、机・椅子等の破損調査整備 

・校舎内外の環境整備・美化 ２ ２ ２ ２ 

④防災体制の確立 
施
設
課 

総
務
課 

・防災組織の整備、研修・訓練の実施と 

検証 

・防災教育の企画・実施 

・緊急時一斉メール配信システムの整備

と管理 

・防災設備の点検・整備 

２ ２ ２ ２ 

⑤学校広報の推進 
施
設
課 

・西高だより（年２回）・「がんばれ西高！」

（随時）発行 

・学校ホームページ更新 
２ ２ ２ ２ 

教
務
部 

①授業の管理 

教
務
課 

・授業変更は原則 1 日 4時間以内で、同 

一クラス同一教科が無いようにする 

が、できない場合は自習とし、学年部 

等に依頼する。 

３ ３ ３ ３ 

②授業時数の確保 
・時間短縮等で学校行事等とのバランス 

をとる。 ３ ３ ３ ３ 

③基礎学力の向上に努める ・補習の計画に取り組む。 ３ ３ １ ２ 
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④新課程への対応 ・新カリキュラム作成 １ １ １ １ 

⑤基礎学力の向上に努める 学
習
指
導
課 

・進学指導部とタイアップしてＤ３の減

少を図るとともに、全体のレベルアップ

に努める。 
２ ２ ２ ２ 

⑥朝学習の活用(1学期の一斉の

取り組みは見送る 
・朝の語彙力養成の定着に努める。  １ １ １ 

⑦公開授業を行うと共に、授業 

改善課と連携 
研
修課 

・教科主任と協議してベテラン・中堅・若

手の数、教科のバランスを考慮する。 １ １ １ １ 

⑧読書週間（読み聞かせ）の活用 
図
書課 ・朝読書への取り組み １ ３ １ １ 

⑨授業の工夫 

授
業
改
善
課 

・機器の利用等 ２ ２ ２ ２ 

⑩アクティブラーニング ・研修会の実施 １ １ １ １ 

⑪総合学習と総合探求 ・学年主任との協議と外部情報を考慮 ２ ３ ３ ３ 

保

健

部 

①環境美化の推進 

保
健
課 

・ゴミ処理の円滑化 

・清掃活動 ３ ３ ３ ３ 

②健康管理の徹底 

・生活改善(食事・睡眠・ネット依存)につ

いての指導 

・健康観察などから心身の問題の早期発

見、早期対応 

・感染症予防について生徒、教職員への指

導  

３ ３ ３ ３ 

③各諸問題に関わる研修 ・時代や状況に応じた研修会を実施。 ３ １ １ ２ 

④保健部に関する各種統計 

・保健室利用者及び疾病の種類の把握と

推移 

・各検査健診結果統計 
３ ３ ３ ３ 

生
徒
指
導
部 

①あいさつの充実 

生
徒
指
導
課 

生徒会・学年部との連携 ２ ２ １ １ 

②身だしなみを整える 
生徒会・学年部と連携 

頭髪、服装指導（月１回） １ １ １ １ 

③時間を守る 
授業管理の徹底(教室巡回) 

体系的な遅刻指導  １ １ １ １ 

④掃除の励行 保健部や生徒会との連携による推進 １ １ １ １ 

⑤各種規定の見直し 
関係各所へ意見集約 

規定にないルールの再検討 １ １ ２ １ 

⑥校内の生徒指導体制の確立 
課会の開催（増） 

聞き取り調査の役割分担 ２ １ １ １ 

⑦法令遵守の精神を養う 

交
通
指
導
課 

交通マナー指導、運転免許取得指導 １ ２ １ １ 
⑧交通事故を防ぎ、生徒の命を 

守る。 
街頭指導、通学経路指導、変形自転車指導 １ １ １ １ 

⑨自転車のマナーアップと盗難防 

  止 
自転車ステッカー貼付・施錠指導 １ １ １ １ 

⑩学園祭の充実 生
徒
会
課 

企画・運営・準備に生徒指導部が関わる。  ２  ２ 

⑪生徒会行事運営の円滑化 生徒会内での連携強化 ２ ２ ２ ２ 
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⑫人権尊重と差別のない学校 

づくり 
人
権
同
和
課 

教職員研修の実施 

校外での講演会参加の呼びかけ １ １ １ １ 

⑬生徒相互の人間関係の構築 
アンケートＱＵの実施 

各学年部・担任との連携 ２ ２ ２ ２ 

進

路

指

導

部 

①生徒の進路保障 

 ・学校斡旋による就職内定率と

定着率の向上を目指す。 

（学校斡旋内定率 100％） 

（3 年以内離職率 20％以内） 

・公務員希望者への対応 

・縁故就職者への支援 

（ビジネスマナーの定着） 

職
業
指
導
課 

・面談を重ねることにより、それぞれの適

性に応じた指導を目指す。 

・基本的生活習慣や学力を身につける 

・遅刻・欠席の多い生徒や意欲のない生徒

への対応 

・ハローワークや関係諸機関との連携を

強化 

・早期離職を防ぐためにジョブフェアや

応募前見学等を活用する。 

・夏季補習や採用試験に対応できる対策

をとる。（作文・ＳＰＩ検査など） 

 ２ ２ ２ 

②社会人としての素養を高める 

 ・キャリア教育の実施。 

 ・社会人基礎力を育てる。 

 「遅刻・欠席をしない」 

 「挨拶をする」 

 「コミュニケーション力」  

・校内での挨拶・言葉の使い方・服装頭髪 

・外部講師による講話やマナー指導実施 

・面接指導を通して、社会人としてのマナ

ーを身につけさせる。また、自分の意見

を相手にきちんと伝えられるようにす

る。 

２ ２ ２ ２ 

③応募前見学、企業ガイダンス 

の実施 

 ・県、市、ハローワークと連携 

・求人票だけでなく、ガイダンス・職場体

験を通して、実際の仕事や職場の状況を

知り、職場選択の取り組みを促す。 

・就職先の新規開拓をする。 

 ３ ３ ３ 

④インターンシップの実施 

 ・2年生の 10月～11月実施 

・インターンシップの実施により、上記に

ある社会人としての素養を高め、「卒業

後は社会人になる」という意識を学年全

体・学校全体で持つようにする。 

    

⑤総合ビジネス科で取得できる上 

級資格を利用した入試での上 

級（国公立大学も視野に入れ 

た）学校への進学 

（昨年１名→３名以上） 

進
学
指
導
課 

・本人の希望に合わせて、上級資格を利用

できる入試がある上級学校を紹介する。 

・選抜方法に合わせた個別の受験対策を

早期より行う。 

  １ １ 

⑥進学実績の向上・拡大 

・国公立大学の合格者数を昨年 

以上にする 

（昨年０名→２名以上） 

・大学・短大の合格者割合を増 

やす。 

（昨年３６％→４５％へ） 

・進学希望者対象補習を一般選抜も視野

に入れて早期より計画的に行う。 

・総合型・学校推薦選抜に向けた小論文対

策として 5月に添削模試を行う。 

・大学、短大との連携の強化・拡大を図る。 

・模試を有効に活用（特に、復習と学習 

方法の検討）する。 

  １ １ 

⑦スタディサプリの有効活用 

 ・特別進学コースにおいて、家

庭学習を定着させて受験の基

盤となる学力を身につけさせ

る。 

（平日１年１h、２年２h、３年３h 

休日１年３h、２年４h、３年５h 

※３年部活動生徒は－１h） 

・週末課題→週明けチェックテスト→復

習の流れで家庭学習のきっかけを作る。 

・到達度テストの結果から個別の学習計

画を各自で作成する。 

・学びの振り返りをすることで学習に対

するメタ認知をさせる。 

・各学期に 1 回家庭学習時間調査を実施

し、反省や改善の材料とする。 

 ２ ２ ２ 

⑧Classiのポートフォリオ機能 

の活用 

・新入試に対応できるようにポ

ートフォリオを記録する。 

 （提出率１００％になるように） 

・年間計画を示し、担当者からポートフォ 

リオ課題を配信する。 

・大学入試改革によるポートフォリオの 

必要性を説明する機会を作る。 

 ２ ２ ２ 

学
年
部 

①出席率を９５％以上に 
一
年
部 

・担任と教科担当とのコミュニケーショ

ンを大切にする 

・担任の個性を生かしたクラスづくりを

するとともに、いじめや無視など、日々

の生徒の変化に迅速に対応する 

３ ３ ３ ３ 
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②転退学者６％以下に 

・保護者への電話連絡や家庭訪問を必要

に応じて行う 

・各委員会の長との連絡を密にし、生徒の

情報を共有する 

３ ３ ３ ３ 

③遅刻率を５％以下に 

・始業のチャイムとともに行動させる 

・ＨＲを通じて、基本的生活習慣を身につ

けることの大切さ、その行動が進路決定

に影響するということを理解させる 

３ ２ ２ ２ 

④部活動入部率を７０％に 

・部活動や全ての学校行事等にポジティ

ブに挑むとともに、協調性を身につけ、

その大切さを学ばせる 
２ ２ ２ ２ 

①学年末評価点のアップ 

総合ビジネス科 5.0⇒5.3 以上 

普通科総合 5.1⇒5.4以上 

普通科特進 5.3⇒5.6以上 

二
年
部 

・始業のチャイムとともに行動させ、授業

に集中させる。 

・進路の推薦条件は評定が高い方が有利

であることを認識させ、学習への意欲を

高める。 

・担任と教科担当とのコミュニケーショ

ンを大切にする。 

２ ３ ３ ３ 

②出席率の向上 

 96.2％⇒97.0％以上 

・保護者への電話連絡や家庭訪問を適時

行う。 

・担任の個性を生かしたクラスづくりを

するとともに、いじめや無視など、日々

の生徒の変化に迅速に対応する。 

・生徒の情報を学年部で共有する。 

２ ２ ２ ２ 
③遅刻率の減少 

 4.5％⇒2.0％台 ２ ３ ３ ３ 
④転退学率の減少 

5.4％⇒2.0％以内 １ １ ２ ２ 

⑤皆勤者の増加 

 22名⇒30 名以上 ２ ２ ３ ２ 

⑥部活動入部率を 55％以上キープ 

・部活動や学校行事等を通じて協調性を

身につけ、継続と努力の大切さを学ばせ

る。 
２ ２ ２ ２ 

①基本的生活習慣の確立 

・遅刻率を 3％以下に 

（1 年次 3.8％・2年次 5％） 

・出席率を 97％以上に 

（1 年次 93.8％、2年次 95.8％） 

・皆勤者を 30名以上に 

（1 年次 14名、2年次 25 名） 

三

年

部 

・8:40には登校し、朝読書（朝学習）の時

間を活用する。 

・遅刻をする場合は必ず保護者から学校

に連絡する。（通院する場合も事前に連

絡） 

・欠席が多いと進路決定に大きく影響し、

周囲にも迷惑をかけていることを理解

させる。 

・生徒指導部の遅刻確認書（保護者確認）

や遅刻防止の自己分析をさせる。 

２ ２ ２ ２ 

②基礎学力の向上と学習習慣の涵

養 

・漢字テスト 平均 70点以上 

・各種検定試験（3級以上）への挑

戦 

・新聞、本を読むことを勧める。 

・進路先に提出する書類に記入できるよ

うな各種検定試験の 3 級以上の合格を

目指し、学習習慣を身につけさせる。 

・合格することで自信をつけさせる。 

２ ２ ２ ２ 

③121名全員の卒業 

・年度末の追試対象者数を 15名以

下に 

・授業に集中させる。 

・普段の授業を大切にさせ、保健室の利用

を少なくする。 
２ ２ ２ ２ 

④将来のビジョン化 

・進路選択能力の育成 

・コミュニケーション動力の向上 

・マナーや言葉遣いの習慣 

・希望進路の実現 100％ 

・探究学習、小論文学習の授業を充実させ

る。 

・履歴書や志望理由書の書き方を学ばせ

る。 

・面談はもちろんのこと、普段の生徒との

会話からもコミュニケーション能力の

向上を目指し、進路選択のことが意識で

きるような仕掛けをしていく。 

・進路ガイダンスや講演会等で外部講師

の方から刺激を与えてもらい、生徒が将

来のことを考える機会を増やす。 

・社会性を身につける。 

・スケジュール管理させる。 

２ ２ ２ ２ 
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学

期

年
間

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

…
学

年
目

標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
ル

…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

い
…

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

び
…

検
定

・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

…

２
年

５
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

令
和

３
年

度
担

任
振

り
返

り
シ

ー
ト

集
計

表
（２

年
生

）
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 ク
ラ

ス
目

標
ク

ラ
ス

目
標

ク
ラ

ス
目

標

ク
ラ

ス
目

標
ク

ラ
ス

目
標

頑
張

る
こ

と
の

で
き

る
力

を
身

に
つ

け
る

す
べ

て
の

こ
と

が
、

進
路

に
、

卒
業

に
、

そ
し

て
、

そ
の

あ
と

の
人

生
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

「
死

ぬ
気

」
を

身
に

付
け

る

熱
く
生

き
る

本
気

（
２

－
５

　
不

成
功

で
き

る
集

団
）

語
れ

る
集

団
多

く
の

こ
と

を
経

験
し

よ
う

自
分

で
決

断
し

て
行

動
し

よ
う

自
信

を
持

っ
て

進
路

選
択

し
よ

う

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

…
学

年
目

標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

…

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

…
検

定
・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

…

３
年

１
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

い
…

学
年

目
標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
ル

…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

い
や

り

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

び
…

検
定

・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

関
係

３
年

２
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

…
学

年
目

標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
ル

…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

い
…

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

び
…

検
定

・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

…

３
年

３
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

…
学

年
目

標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
ル

…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

い
…

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

び
…

検
定

・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

…

３
年

４
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

012345
学

校
目

標
（
育

て
た

…
学

年
目

標 ク
ラ

ス
目

標
欠

席

遅
刻

早
退

保
健

室
利

用

不
登

校
傾

向

規
範

意
識

（
ル

ー
ル

…

礼
儀

・
挨

拶

優
し

さ
・
親

切
・
思

い
…

処
分

関
係

い
じ

め

盗
難

服
装

検
査

頭
髪

検
査

化
粧

（
女

子
の

み
）

落
ち

着
き

度
退

学
・
転

学
等

学
習

態
度

基
礎

力
養

成
（
学

び
…

検
定

・
資

格

模
試

（
進

学
・
就

職
）

校
内

漢
字

テ
ス

ト

朝
学

習

和
・
絆

遠
足

（
研

修
旅

行
）

球
技

大
会

文
化

祭

体
育

祭掃
除

ゴ
ミ

の
持

帰
り

整
理

整
頓

部
活

動
（
入

部
率

）
生

徒
と

の
信

頼
関

係
保

護
者

と
の

信
頼

関
係

３
年

５
組

1
学

期

2
学

期

3
学

期

年
間

令
和

３
年

度
担

任
振

り
返

り
シ

ー
ト

集
計

表
（３

年
生

）
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令和４年度 

松江西高等学校 

  

 

自己点検・自己評価（ＰＤＣＡ） 

 

 

＜目標・計画＞ 

・学校評価（重点課題・徹底したい取り組み等） 

・分掌部評価（分掌部評価表） 

・学級評価（担任振返シート） 

・生徒自己評価（生徒指導部） 
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令和４年度 学校方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

私学の原理・原則 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江西高等学校 重点目標 

徹底したい取り組み 
 

①育てたい生徒像／基礎・基本を身につけ、将来像を

もった明るく活力ある生徒 

■学習面（私は分かる） 
・高校生のための学びの基礎診断 

・基礎力養成、学び直し、語彙力養成（Literas論理言語力検定） 

・新しい授業のカタチ（2022新指導要領実施準備） 

アクティブラーニング、反転授業等の実践とその評価 

ネット学習動画（スタディーサプリ等の活用） 

■生活面（私は守る） 
・慈にして厳なる指導 

・いじめ防止対策（未然防止・早期発見とその対応） 

・基本的生活習慣（時間・挨拶・マナー・規則順守） 

■ＣＣＰ教育（私は決める） 
・総合探求学習・ＬＨＲを活用して２年までに進路の方向性を 

決定する 

・将来像を持たせることで、日々の学習のモチベーション向上

につなげる 

■部活動、行事の重要性（私は参加する） 
・部活動、行事を通して明るさと活力を身につける 

②その他 
・地方創生への取り組み／外部（行政・企業・大学・専門学校

など）との連携強化 

・支援生徒への取り組み／特別支援、不登校支援・外国籍生徒

支援 

・学校評価を通して学校運営の改善に努める 

①経営基盤（生徒数の確保

と維持）の確立の上に 

理想があり、教育がある！ 

重点課題 
 

（令和５年度実施に向けて） 

目の前にいる生徒に即

した魅力あるカリキュ

ラム・学科・コースの 

見直し 

②生徒を大切にし、面倒見のいい

私学は生き残る！ 

③魅力、特色が形骸化し、工夫

のない私学は生き残れない！ 
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令和４年度 松江西高等学校 学校評価 

＜重要課題＞ 

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

３
つ
の
生
徒
像 

～どんな生徒を求めているか？～ 

①これまでの義務教育を振り返り、これから

の高校生活を充実させるための目標を持っ

ている生徒 

②本校の教育テーマである「未見の我の 

発見」に向けて努力する生徒 

①、②については入試

説明会、中学校訪問等

で伝える。特に①につ

いては専願生の面接

項目に入れる。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

～どんな生徒を育てたいか？～ 

・育てたい生徒像である「基礎・基本を見に

つけ、将来像を持った明るく活力ある生徒」

を育てる 

基礎学力、基本的生活

習慣、キャリア教育、

部活動・学校行事を通

して、社会人としての

基盤をつくる。また学

期ごとにアンケート

を実施し、定着度を確

認する。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

～どんな社会人になってほしいか？～ 

・ローカルマインドを持った地域社会に貢

献できる生徒 

（ローカルマインドとは、地域を知り、地域

を愛する心のこと） 

約七割の生徒が地元

に残る現状を踏まえ、

地域と連携、協力して

地方創生に協働する

人材を育てる。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

課
題 

魅力あるカリキュラム・学科・コースの見直

し 

目の前にいる生徒に

即した魅力あるカリ

キュラム・学科・コー

スを構築する。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

 

＜徹底したい取り組み＞ 

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

育
て
た
い
生
徒
像
／
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、
将
来
像
を
も
っ
た
明
る
く
活
力
あ
る
生
徒 

基
礎
学
力
養
成 

高校生のための 

「学びの基礎診断」 

年間１回（９月）実施する

ことになった。本校にとっ

て大きな指標にしたい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

基礎力養成対策 
Ａ～Ｄ層のうちＤ層の減少

を目標とする 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

学び直し 

ベネッセ教材を活用し中学

校時の積み残しを学び直

し、高校教育課程へつなげ

る。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

語彙力養成 

本校の生徒に合った題材を

準備し、楽しく語彙力が身

に付く ように工夫し 、

Literas 論理言語力検定の

合格者を増やす。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （広瀬） 

新
し
い
授
業
の
か
た
ち 

 

 

 

アクティブラーニング等による

「生徒参加型授業」の取り組み 

 

 

 

 

「知識・技能」の習得から

その活用へ重点をシフト

し、生徒を主体とする授業

の形成に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用 

基礎学力基盤養成 

ベネッセのクラッシー学習

サポート（動画学習） 

の活用による基礎学力の定

着に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

進学するための学力養成 

リクルートのスタディーサ

プリの活用による実力養成

に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （広瀬） 

就職するための学力養成 

ＳＰＩの活用による就職試

験に合格できる学力の養成

に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （加藤･加納） 

検

定

そ

の

他 

朝読書の推進 
8:30～8:40 朝読書（月、金）

を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （柏尾） 

校内漢字テスト 
年６回の漢字テスト、３回

の漢字検定を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （小澤） 

各種検定資格取得 

＜総合ビジネス科＞ 

簿記、情報、ワープロ、電

卓、介護職員初任者研修（旧

ホームヘルパー２級）等の

資格取得に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

全商簿記    

全商電卓 

全商ビジネス文書 

全商情報処理 

介護職員初任者研修 

（加納） 

＜普通科＞ 

漢検・英検・日本語検定・論

理言語力検定等の資格取得

に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

日検ワープロ検定 

日検情報処理検定 

（加納） 

全商英検    

実用英検    

（須谷） 

漢字検定  

（小澤） 

Literas論理言語力検定 

（広瀬） 

日本語検定  

（日野） 

数学検定 

（和田） 

基
本
的
生
活
習
慣
と
生
徒
指
導 

社会性の育成 

社会規範を示し、将来社会

人として自立するための基

本を身につけさせる。校内

外パトロールを通して本校

生徒の実態を把握し、正し

い方向に導く。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （杉田） 

服装・頭髪 
月１回全校一斉検査を実施

し、改善まで徹底指導する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （杉田） 

挨拶 
全職員による日頃の地道な

指導が大切。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （杉田） 

マナー 
根負けしない教職員の指導

が大切。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （杉田） 

いじめ問題 

いじめは未然防止に尽き

る。日頃からの全職員によ

る観察が肝要である。いじ

めは絶対許さない姿勢を

日々示す。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （杉田） 

将
来
像 

ＣＣＰ教育（キャリア教育） 

ＣＣＰ教育を基盤とし、将

来像を描ける生徒になるよ

う、キャリア教育に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
<１年＞ 

（柏尾） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
<２年＞ 

（田中幹） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
<３年＞ 

（日野） 

進路ガイダンス 

進学に関するガイダンス Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （加藤･広瀬） 

就職に関するガイダンス Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （加藤） 
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職場見学、職場体験等の活用 

による離職対策 

安易な職業選択による離職

率は増加の傾向にある。職

場見学、職場実習の機会を

増やすなど、離職率減少対

策に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （加藤） 

明
る
く
活
力 

行事を大切にする 

師弟が結束して行事に取り

組み、行事を通してクラス、

学年の帰属意識を高める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （坂田教頭） 

部活動に入る／入部率向上 入部率７０％をめざす。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （坂田教頭） 

特待生の積極的な勧誘で学校活

性化に努める。 

部活動をけん引する特待生

の確保に専念する。 

（目標３０名） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （坂田教頭） 

 

＜継続して取り組む課題＞ 

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＩＯＮ 

重点

目標 
重点項目 具体的な取り組み 達成度判定基準 分析（成果と課題）及び改善策 

①
生
徒
数
の
確
保 

入学生定員１７６名確保 

本校の取り組み・魅力を積

極的にＰＲ。中学校訪問回

数を増やす。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

志願者数７００名 

多様化する生徒に対応し

た本校の受験型と特待制

度の浸透に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

マスコミ・メディアの活用 
本校の行事等をマスコミ

に積極的に報道依頼する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

効果的なイベント 
本校に興味・関心が向くよ

うなイベントを工夫する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

入試の改善 
改善すべき点、新しく導入

すべき点等を検討する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

塾対応 
塾への訪問回数を増やし、

本校の PRに努める。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （松浦） 

②
生
徒
数
の
維
持 

退学１０名、転出１０名、計２０名まで

に留める 

日頃の出欠状況に注視し、

安易な退学、転出の予防に

努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

③
そ
の
他 

支
援
生
徒
へ
の
対
応 

不登校の問題 

中学校、支援組織等からの

情報を収集し、保護者との

協力のもと不登校の改善

に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （小田原） 

特別支援生徒 

実態をまず把握し、中学

校、支援団体等からの助言

を得ながら、連携して合理

的配慮に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （小田原） 
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外国籍生徒学習支援 

同時通訳機や日本語指導

員等を活用し、言葉の壁を

軽減したい。学習評価も合

理的配慮が必要な場合は

その都度検討する。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （広瀬） 

合理的配慮 

保護者、担任等からの申し

出を受け、その都度、検討

し、生徒の困り感を軽減す

る。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （坂田教頭） 

地
方
創
生 

ふるさと教育の実践 

ふるさとを知り、ふるさと

を愛する人材の育成に努

める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

地域に貢献する人材の育成 
地域に根差し、地域を支え

る人材の育成に努める。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

自治会等の連携活動 

自治会との連携を密にし、

お互いに助け合う関係を

築きたい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （校長） 

学
校
評
価
の
推
進
と
学
校
運
営
の
改
善 

学校評価 

学校の年間重点目標と戦

略をＰＤＣＡを通して、全

体評価する。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （客野教頭） 

分掌部評価表 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （客野教頭） 

担任振返りシート 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （客野教頭） 

クラス努力目標 

努力目標をクラスに掲示

し、振返りシートで反省、

改善に努める。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （客野教頭） 

生徒自己点検 
各学期末、年度末に自己点

検・自己評価を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （客野教頭） 

学習指導計画 
年度末に自己点検・自己評

価を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

授業評価 
Classi によるアンケート

調査を実施する。 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ （和田） 

 

＜集計＞ 

評価項目 

（５１） 
Ａ／？ Ｂ／？ Ｃ／？ Ｄ／？ 
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令和４年度 松江西高等学校分掌部年間目標と計画 
１．教育理念 

 

（１）本校の使命（ミッション）  

建学の精神である「真に社会に役立つ実践的人材の育成」を使命とする。基礎・基本を身につけ、人格の形成に主眼を置いた教育実践を通

して、地域に根差し、地域の期待に応える学校づくりを推進する。 

 

（２）使命の追求を通して実現しようとする本校の生徒像（ビジョン） 

本校の育てたい生徒像である「基礎・基本を身につけ、将来像を持った明るく活力ある生徒」具現化のための重要ポイント 

１．基礎力養成補習、学び直し、語彙力養成を通して基礎学力を養成させる    

２．平素の学校生活を通して正しい服装と礼儀・挨拶を習得させる 

３．ＣＣＰ教育、インターンシップを通して将来像を持たせる          

４．部活動、学校行事を通して明るさと活力を身につけさせる  
 

        

２．分掌部年間目標・計画・評価            評価 １ よくできなかった／ ２ まずまずだった／ ３ 大変よくできた 

分 

掌 

担 

当 
年間重点目標 目標達成のための計画 

評価 

（１学期） 

評価 

（２学期） 

評価 

（３学期） 

評価 

（学年） 

総

務

部 

 

入

試

課 

①
受
験
者
数
・
入
学
者
数
の
確

保 

①体験入学参加者 200 名の確保

（昨年 170 名） ・松江西高タイムス・学校案内発行 

・学校紹介ビデオ・パワーポイント作成 

・中学校における進路説明会実施 

・中学校教員対象入試説明会実施 

・中学生・保護者対象入試説明会の実施 

    

②中学生・保護者対象入試説明会

参加者 450 名の確保(昨年 395 名)     

③受験者数 750 名の確保 (昨年

659 名)     
④入学者 180 名の確保(昨年 149

名)     

総 

務 

課 

②円滑な学校運営 

・年間行事計画作成・調整 

・職員会議企画・運営、会議録の作成・資料 

保管 

・学校要覧、職員名簿・緊急連絡網・身分証 

明書等の作成 

・100 周年資料の収集・整理・保管 

    

式

典 

総

務 

入 

試 

課 

・入学式、卒業式、始・終業式等の企画・実施     

・入学試験の企画・実施、入試関係事務処理     

・専願合格者入学前指導、新入生一日入学 

企画・実施     

厚 

生 

課 

・各種育英資金募集についての連絡・相談 

・学校生協関係の連絡・事務 

・慶弔に関する庶務 
    

施 

設 

課 

③施設・設備の管理・保全 
・校舎・施設、机・椅子等の破損調査・整備 

・校舎内外の環境整備・美化     

総

務

課 

施 

設 

課 

④防災体制の確立 

・防災組織の整備、研修・訓練の実施と検証 

・防災教育の企画・実施 

・緊急時一斉メール配信システムの整備・管 

理 

・防災設備の点検・整備 

    

総 

務 

課 

⑤学校広報の推進 

・西高だより（年２回）・「がんばれ西高！」（随

時）発行 

・学校ホームページ更新 
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教

務

部 

教

務

課 

①授業の管理、授業時数の確保 

・特定の教員に負担が掛かり過ぎないような

授業変更基本ルールの共有     

・時間短縮等で学校行事等とのバランスをと

る。     

②ポー トフォリオ の確実な 蓄積 (提出率

90％) 
・各学期末のみ用紙で実施し、保管する。     

③新課程への対応(観点別評価ｼｽﾃﾑ作

成・分析) 

・観点別評価システムへの意見を年度末に集

約する。     

学

習

指

導

課 

④基礎学力の向上(3 年生で D3 層 30 名以

下) 

・目標設定・事前学習(補習)・振り返りのサイ

クルができるように働きかける     

⑤Literas の検定合格者の増加 

(3 級 120 名、2 級 25 名以上) 
・事前課題の活用計画を明確にする。     

研

修

課 

⑥若手教員の不安軽減 
・公開授業などの相談や意見交換の機会を

設定     

⑦学校全体での研修会の実施 ・目的を明確にした研修会の計画     

授

業

改

善

課 

⑧各学期の授業アンケートの実施 

(提出率 90％以上) 
・Classi による授業アンケートの配信をする。     

⑨総合の時間の有効活用 

・各学年で具体的なカリキュラム計画を作成

する。     
・定期的な学年部会などで計画の意図を共有

する。     
図 

書 

課 

⑩読書週間の有効活用 
・教室用図書の準備、LHR で読み聞かせ等を

実施     

生

徒

指

導

部 

生

徒

指

導

課 

①あいさつの充実 

生徒が学校の状

況を知り、起きて

いる問題を当事

者意識でとらえさ

せる取組み 

・学期はじめに挨拶運動を実施する。（生徒

会と各部活動）     

②身だしなみを整える 

・学年部と連携する。服装、頭髪検査の実施

（月 1 回） 

・「生徒カード」の有効活用 スラックス導入へ

の対応 

・変形させにくいスカートの検討→来年度の

導入を目指す 

    

③時間を守る 

・「ノーチャイム運動」と遅刻指導（遅刻率を

３％以下に） 

・出欠黒板の「見える化」→生徒が記入へ 
    

④掃除の励行 
・保健部や生徒会と連携する（新たな委員会

の設置を検討）     

⑤校則（各種規定・ルール）の見直し 
・校内での議論を推進し、一部来年度の改正

を目指す     

⑥生徒指導体制の見直しと連携強化 
・処分件数を昨年度比で５０％減少させる。

（昨年 12 件）     
交

通

指

導

課 

⑦法令順守の精神を養う 
・地域や警察と情報共有を密にする。 運転

免許取得指導      
⑧交通事故を防ぎ、生徒の命を守る 

・交通事故をゼロに 街頭指導の実施（春・

秋・長期休み）     
⑨自転車のマナーアップと盗難防止 

・啓発ポスターの掲示 施錠指導とステッカー

貼付指導     
生

徒

会

課 

⑩学園祭の充実 
・企画・運営・準備段階で生徒指導部が関わ

る。     
⑪委員会活動の見直し 

・委員会の精査と活動内容を再考し、生徒総

会に諮る。     
人

権

同

和

課 

⑫人権尊重と差別のない学校作り 
・教職員研修の実施 校外での講演会参加

の呼びかけ     

⑬生徒相互の人間関係の構築 
・アンケート QU の実施 各学年部・担任と連

携を強化     
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進 

路 

指 

導

部 

職

業

指

導

課 

①生徒の進路保障 

 ・学校斡旋による地元就職への内定率の

向上を目指す。 

（就職ミスマッチの減少） 

（学校斡旋内定率 100％） 

・公務員希望者への対応 

・縁故就職者への支援 

（ビジネスマナーの定着） 

・面談を重ねることにより、それぞれの適性に 

応じた指導を目指す。 

・基本的生活習慣や学力を身につける 

・遅刻・欠席の多い生徒や意欲のない生徒へ

の対応 

・ハローワークや関係諸機関との連携を強化 

・早期離職を防ぐためにジョブフェアや応募前

見学等を活用する。 

・夏季補習や採用試験に対応できる対策をと

る。（作文・ＳＰＩ検査など） 

    

②社会人としての素養を高める 

 ・キャリア教育の実施。 

 ・社会人基礎力を育てる。 

 「遅刻・欠席をしない」 

 「挨拶をする」 

 「コミュニケーション力」  

・校内での挨拶・言葉の使い方・服装頭髪 

・外部講師による講話やマナー指導実施 

・面接指導を通して、社会人としてのマナーを 

身につけさせる。また、自分の意見を相手 

にきちんと伝えられるようにする。 

    

③応募前見学、企業ガイダンスの実施 

 ・県、市、ハローワークと連携 

・求人票だけでなく、ガイダンス・職場体験を 

通して、実際の仕事や職場の状況を知り、 

職場選択の取り組みを促す。 

・就職先の新規開拓をする。 

    

④インターンシップの実施 

 ・2 年生の 10 月～11 月実施 

・インターンシップの実施により、上記にある 

社会人としての素養を高め、「卒業後は社 

会人になる」という意識を学年全体・学校全 

体で持つようにする。 

    

進

学

指

導

課 

⑤総合ビジネス科で取得できる上級資格を 

利用した入試での上級（国公立大学も 

視野に入れた）学校への進学 

（１名以上） 

・本人の希望に合わせて、上級資格を利用で 

きる入試がある上級学校を紹介する。 

・入試方法に合わせた個別の受験対策を早 

期より行う。 

    

⑥進学実績の向上・拡大 

・国公立大学の合格者数を昨年以上に 

する。（昨年０名→２名以上） 

・大学・短大の合格者割合を増やす。 

（昨年２５．３％→３０％へ） 

・進学希望者対象補習を一般選抜も視野に 

入れて早期より計画的に行う。 

・総合型・学校推薦選抜に向けた小論文対策 

として 5 月に添削模試を行う。 

・大学、短大との連携の強化・拡大を図る。 

・模試を有効に活用（特に、復習と学習方法 

の検討）する。 

    

⑦スタディサプリの有効活用 

・特別進学コースにおいて、家庭学習を 

定着させて受験の基盤となる学力を身 

につけさせる。 

（平日１年１h、２年２h、３年３h 

休日１年３h、２年４h、３年５h 

※３年部活動生徒は－１h） 

・週末課題→週明けチェックテスト→復習の 

流れで家庭学習のきっかけを作る。 

・到達度テストの結果から個別の学習計画を 

各自で作成する。 

・学びの振り返りをすることで学習に対するメ 

タ認知をさせる。 

・各学期に 1 回家庭学習時間調査を実施し、 

反省や改善の材料とする。 

    

⑧Classi のポートフォリオ機能の活用 

・新入試に対応できるようにポートフォリ 

オを記録する。 

  （提出率１００％になるように） 

・年間計画を示し、担当者からポートフォリオ 

課題を配信する。 

・大学入試改革によるポートフォリオの必要性 

を説明する機会を作る。 

    

保

健

部 

保

健

課 

①環境美化の推進 
・ゴミ処理の円滑化 

・清掃活動     

②健康管理の徹底 

・生活改善(食事・睡眠・スマホ)に向けた指導 

・健康観察、調査票などからの情報収集によ 

り、心身の問題の早期発見、早期対応を図 

る。 

    

③各諸問題に関わる研修 
・時代に対応した各種研修会(情報提供)を実 

 施     

④保健部に関する各種統計 
・保健室利用者及び疾病の種類の把握 

・利用者数の把握、各検査健診結果統計     

学

年

部 

１

年

部 

①基本的生活習慣の確立 

・遅刻率を 5％以下に 

・出席率を 95％以上に 

・皆勤者を 30 名以上に 

 

・8:40 には登校し、朝学習（朝読書）の時間を 

活用する。 

・遅刻をする場合は必ず保護者から学校に連 

絡する。（通院する場合も事前に連絡） 

・欠席が多いと進路決定に大きく影響し、周囲 

にも迷惑をかけていることを理解させる。 

・生徒指導部の遅刻確認書（保護者確認）や 

遅刻防止の自己分析をさせる。 
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②基礎学力の向上と学習習慣の涵養 

・漢字テスト 平均 70 点以上 

・各種検定試験（3 級以上）への挑戦 

・新聞、本を読むことを勧める。 

・進路先に提出する書類に記入できるような 

各種検定試験の 3 級以上の合格を目指し、 

学習習慣を身につけさせる。 

・合格することで自信をつけさせる。 

    

③150 名全員の進級 

・年度末の追試対象者数を 15 名以下に 

・授業に集中させる。 

・普段の授業を大切にさせ、保健室の利用を 

少なくする。 
    

④将来のビジョン化 

・進路選択能力の育成 

・コミュニケーション動力の向上 

・マナーや言葉遣いの習慣 

・スケジュール管理 

・探究学習の授業を充実させる。 

・面談はもちろんのこと、普段の生徒との会話 

からもコミュニケーション能力の向上を目指 

し、進路選択のことが意識できるような仕 

掛けをしていく。 

・進路ガイダンスや講演会等で外部講師の方 

から刺激を与えてもらい、生徒が将来のこと 

を考える機会を増やす。 

・社会性を身につける。 

・生徒手帳を活用し、スケジュール管理を身 

につけさせる。 

    

２

年

部 

①基本的生活習慣の確立 

(1)遅刻欠席をしない(2)礼儀を身につける

(挨拶・言葉遣い・返事)(3)時間を守る 

・出席率を 97％以上に(昨年 94％) 

・遅刻率を 2％以下に(昨年度 3.3％) 

・転退学者を 0 名に(昨年度 20 名) 

・皆勤者を 30 名以上に(昨年度 20 名) 

・基本的生活習慣を身につけることの大切さ 

を理解させる。 

・始業のチャイムとともに行動させる。 

・保護者への電話連絡や家庭訪問を適時行 

う。 

    

②基礎学力の向上・定着 

(1)授業を受ける体制を整える(2)テストに全

力を尽くす(3)各種検定等の資格を取得す

る 

・学期間奨学生の推薦者を 10 名以上に 

・年度末の追試対象者を 10 名以下に 

・漢字テスト平均点 70 点以上 

・各種検定試験 3 級以上合格 

・この 1 年間の評定が 1 年後の進路決定に影 

響するということを理解させる。 

・普段の授業を大切にさせ、授業に集中させ 

る。 

・各種検定試験の 3 級以上の合格を目指し、 

学習意欲を高める。 

    

③未見の我の発見 

(1)部活動・学校行事への積極的な参加 

(2)相手を尊重した行動や言動をとり、対人

関係を円滑に築く 

・部活動入部率 55％をキープ 

・部活動や学校行事を通じて協調性を身につ

け、達成感や自己肯定感を味合わせる。     

④進路のビジョン化 

(1)進路選択能力の育成 

(2)探究学習・小論文学習の充実 

     

３ 

年 

部 

①何事にも全力で取り組む姿勢(本気を出

す) 

・学年末評定点のアップ 

ビ科 5.5⇒5.6 以上 

普総合 5.4⇒5.5 以上 

普特進 5.5⇒5.7 以上 

・出席率の向上 94.5%⇒95.0％以上 

・遅刻率の減少 2.8％⇒2.0％ 

・転退学率の減少 1.7％⇒0％ 

・皆勤者の増加 28 名⇒30 名以上 

・始業のチャイム以前に行動させ、授業に集

中させる。 

・進路の推薦条件は評定が高い方が有利で

あることを認識させ、学習への意欲を高め

る。 

・担任と教科担当とのコミュニケーションを大

切にする。 

・保護者への電話連絡や家庭訪問を適時行

う 

    

②学校行事への積極的参加(仲間を大切

に) 

・部活動入部率を 55％以上キープ 

・担任の個性を生かしたクラスづくりをすると

ともに、いじめや無視など、日々の生徒の

変化に迅速に対応する。 

・生徒の情報を学年部で共有する。 

    

③希望の進路実現(輝く未来のために) 
・進路実現に向けて全力で取り組む姿勢を身

につけさせる。     

④卒業へ向けて(最終目標の達成) 
・卒業に向けて全力で取り組む姿勢を身につ

けさせる。     
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令和４年度 松江西高校 努力目標 
 

 

建学の精神 

真に社会に役立つ実践的人財の育成 

教育テーマ 

未見の我の発見 

育てたい生徒像 

基礎基本を身につけ、将来像をもった明るく活力のある生徒 

 

 

 

 

第 1 学年努力目標 

 

①基本的生活習慣の確立 

②基礎学力の向上と学習習慣の涵養 

③１５０人全員の進級   

  ④将来のビジョン化 

 

クラス努力目標 

 

１年１組（田部） 根気 

1つ 1つのことを粘り強く継続して行う気力をつけよう！ 

 

１年２組（小澤） 全員進級～貯金づくり～ 

 

１年３組（池上）  挑戦 

                  ちょっとやってみる（一歩踏み出す勇気）。 

みんな何かをすることは不安である。 

 

１年４組（原田）  習慣をつける 

●毎日の生活習慣 ●敬語、挨拶の習慣 ●家庭学習の習慣  

 

 

 

 

第２学年努力目標 

 

①基本的生活習慣の確立 

②基礎学力の向上・定着 

③未見の我の発見 

④進路のビジョン化 
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クラス努力目標 

 

２年１組（加納）    Ｒｅａｓｏｎ 理由  

 

２年２組（吉原）    ・１年生で出来たことの継続 

                         ・３年生に向けた成長 

                         ・楽しむために全力で取り組む 

 

２年３組（小豆澤）   進路の目標を明確にする１年。 

                          ～そのために「自分」のことをよく知ろう～  

 

２年４組（須谷）     ひとつひとつのことを丁寧にやる  

 

２年５組（小田原）   ①楽しむ時は全力で楽しむ！ 

②やらなければならない時は集中して取り組む！ 

③何事にも積極的にチャレンジ！ 

 

 

 

 

 

第３学年努力目標 

 

①何事にも全力で取り組む姿勢（本気を出す） 

②学校行事等への積極的参加（自分と仲間を大切に） 

③希望の進路実現（輝く未来のために） 

④卒業へ向けて（最終目標の達成） 

 

クラス努力目標 

 

３年１組（遠藤） それでもなお 

           

３年２組（小川） 集中力を身につける 

 

３年３組（井畑） うつわ 

 

３年４組（浅津） 覚悟
か く ご

 

 

３年５組（広瀬） 温故知新 
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担任振り返りシート （  ）年（  ）組 担任（         ） 

 

 

             

 点検項目 １学期 ２学期 ３学期 年間 

目
標 

学校目標     

学年目標     

クラス目標     

出
欠 

欠席     

遅刻     

早退     

保健室利用     

不登校傾向     

モ
ラ
ル 

規範意識（ルール厳守等）     

礼儀・挨拶     

優しさ・親切・思いやり     

問
題
行
動 

処分関係     

いじめ     

盗難     

服装検査     

頭髪検査     

化粧（女子のみ）     

落ち着き度     

退学・転学等     

学
習 

学習態度     

基礎力養成（学び直し）     

検定・資格     

模試（進学・就職）     

校内漢字テスト     

朝読書     

帰
属
意
識 

和・絆     

遠足（研修旅行）     

球技大会     

文化祭     

体育祭     

環
境 

掃除     

ゴミの持帰り     

整理整頓     

そ
の
他 

部活動（入部率）     

生徒との信頼関係     

保護者との信頼関係     

記入は５段階（５／優 ４／良 ３／普通 ２／やや悪 １／悪 ）でお願いします。 

 

 

クラス目標 
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記  述  欄 

１学期 

良かった点 

悪かった点 

その他（気づきがあれば書いてください） 

２学期 

良かった点 

悪かった点 

その他（気づきがあれば書いてください） 

３学期 

良かった点 

悪かった点 

その他（気づきがあれば書いてください） 

年 間 

良かった点 

悪かった点 

その他（気づきがあれば書いてください） 
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○年○組 生徒自己評価チェック(年間集計） 

 チェック項目 
１学期 

平均 

２学期 

平均 

３学期 

平均 
年間平均 

1 イメージアップ         

2 普通の事を普通に         

3 挨拶の充実         

4 身だしなみ（服装）         

5 授業を大切に（授業前）         

6 掃除の徹底         

7 名札         

8 ズボンまたはスカート         

9 ベルトまたはリボン         

10 カッターまたはブラウス         

11 化粧（女子のみ）         

12 ソックス         

13 ひげ（男子のみ）         

14 ピアス         

15 髪の色         

16 髪の長さ（長さ・茶・型）         

  集 計         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

5
イメージアップ

普通の事を普通に

挨拶の充実

身だしなみ（服装）

授業を大切に（授業前）

掃除の徹底

名札

ズボンまたはスカート

ベルトまたはリボン

カッターまたはブラウス

化粧（女子のみ）

ソックス

ひげ（男子のみ）

ピアス

髪の色

髪の長さ（長さ・茶・型）

年間評価


